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利用 者の 負担 増等 につ なが りか ねな い介 護保 険制 度の 見直 しに  

反対 する 意見 書 に つい て  

 

上記 の議 案を 別紙 のと おり 、流 山市 議会 会議 規則 第１ ４条 第１ 項の 規

定に より 提出 しま す。  
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   利 用者 の負 担増 等に つな がり かね ない 介護 保険 制度 の見 直し に反  

対す る意 見書 につ いて  

 

安倍 内閣 が、 介護 保険 制度 の見 直し に向 けた 協議 を加 速さ せて いる 。

これ まで 介護 サー ビス の切 り下 げや 負担 増を 強い てき た利 用者 に対 し、

さら なる 負担 をか ぶせ 、サ ービ スか らの 締め 出し や施 設入 所の 抑制 など

を強 める 内容 とな って いる 。  

特徴 の第 一は 、介 護の 「軽 度者 」へ の負 担増 であ る。「要 支援 １、 ２」

の人 の利 用料 引き 上げ 、介 護施 設に 入所 する 「要 介護 １、 ２」 の人 の利

用料 引き 上げ 、要 支援 者へ のサ ービ スの 一部 を保 険か ら外 す、 など とす

るも ので ある 。要 支援 者の 利用 の大 半を 占め てい る生 活援 助（ 掃除 ・調

理な ど） につ いて は、 保険 外に して しま うと みら れて いる 。  

第二 は、 高齢 者の わず かな 所得 や住 まい など の資 産を 狙っ た負 担増 で

ある 。一 定以 上の 所得 があ る人 の利 用料 の引 き上 げ、 資産 を勘 案す るこ

とに よる 施設 の居 住費 減免 の抑 制な どを 行い 、所 得に つい ては 、年 収  

３０ ０万 円 台 以上 の人 の利 用料 を１ 割か ら２ 割に する とし てい る。  

第三 は、 低所 得者 にも 利用 料値 上げ を押 し付 ける こと であ る。 特別 養

護老 人ホ ーム など の多 床室 の居 住費 の値 上げ 、ケ アプ ラン （介 護計 画）

作成 の有 料化 など であ る。  

政府 はす でに この 間、 施設 の居 住費 を保 険か ら外 して 全額 自己 負担 を

導入 する 、要 支援 者へ の保 険で のサ ービ スを 市町 村ま かせ の事 業に 切り

替え る、 生活 援助 の時 間を 大幅 に短 縮す る等 々、 様々 な改 悪を 進め てき

た。  

この 上さ らな る改 悪が 強行 され るな らば 、「個 室は おろ か多 床室 にも 入

れな い」「ケ アプ ラン 作成 とい う介 護保 険の 入り 口で 利用 抑制 が起 こる 」

「ヘ ルパ ーさ んの 回数 を減 らさ なけ れば なら ず、 人と の会 話や 食事 の回

数も 減る 」と いっ た危 惧が 広が るの は当 然で ある 。  

 よ って 、本 議会 は、 利用 者へ の負 担増 等に つな がり かね ない 介護 保険

制度 の見 直し に強 く反 対す るも ので ある 。  

 

 以 上、 地方 自治 法第 ９９ 条の 規定 によ り意 見書 を提 出す る。  
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